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　　　B－38　分散栄料り粂色性に㈲すう司火（第i報）

　　　　　　向

　目的　前扱てへ分散栄料と界面右屹剤の相互作If]について検討し氏蔀栗ごテトロこノ

布に対^る後料刺叉量は考面奏h登剤。凛度､こ影響し、特に界面名ヽぽ剤身厚奈良で･乱

吼料吸収量が、やヽゝ増瓦すそ）が、辱面右社剤の濃度が高まるに忙いヽ釆料吸収量が低

下すら泰;!E尿色升の反舞率から求め几が、本裂て｀は、更に祭訟占准剤秀考倍変でり果

料欧収f.りす動乙采色布の反射苧ヵ｀ら求める尿料吸収量にi:t0'＼す引＆F t. 条悪銭盾

より求める来恚卑とり一掟征につぃマ漸竃行心・re。
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　結果　寥励伯社則毎帰名変りc-^～^'^残）で脊散策粁ダ）来着手は増久しノ妬以上で

は次第に来着l寺が低下した。この傾向はキャリヤー然加り場合七同楳に良めれう事か

（岑面活性剤の冷散作斤|は分散栄料の栄着牢に丸きく影響とていも本がわやっtz。

また波長卿゛抑や/勾り反射牢i岬面忿掻剤虜度力纏加す６に球ジ･て、全領域で及射量

が贈洵してぃい崎5分的支動は見られ/j-1)事から色相に聯Tす"s影塚は煕いi のと考乙

5 政だ。更に反射牡残燈より衣めた蓼料吸収量はかなり良く一良していre。


